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2田原市議会だより 第63号（2017年7月）

こんなことが決まりました。

　平成29年第2回定例会は6月8日から23日まで開催しました。定例会では、専決処分

の承認・一般会計補正予算など市長提出議案33件を原案のとおり承認・可決しました。

開設の準備開始

平成29年 第2回 定例会（6月8日〜23日）

議
案
第
67
号
田
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

赤
羽
根
地
区
の
診
療
所
開
設
を

含
む
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た

医
師
空
白
地
域
の
解
消
の
た
め
、
赤
羽
根
地
区
（
赤
羽
根
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
に
平
成
30
年
度
に
開
設
す
る
診
療
所
の
改

修
工
事
や
医
療
機
器
な
ど
を
購
入
す
る
費
用
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

7
5
2
6
万
円

（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

市長提出議案	 33件
	

	
	

国道42号

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー

赤
羽
根
文
化
会
館

赤
羽
根
文
化
会
館

N
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赤羽根地区に診療所

議
案
第
65
号
財
産
の
低
額
貸
付
け

議
案
第
39
～
61
号
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

三
河
田
原
駅
前
工
場
跡
地
の

一
部
を
低
額
で
貸
し
付
け

商
業
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
す

農
業
委
員
会
委
員
23
人
の

任
命
に
同
意
し
ま
し
た

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
三
河
田
原

駅
前
工
場
跡
地
の
一
部
が
㈱
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原
に
貸
し

付
け
ら
れ
ま
す
。
同
会
社
に
よ
り
、
商
業
施
設
が
整
備
さ
れ
、

オ
ー
プ
ン
は
、
来
年
5
月
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員
が「
公
選
制
」か
ら
市
長
の「
任
命
制
」に
変

わ
っ
た
こ
と
に
伴
い
、農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。
任
期
は
、平
成
29
年
7
月
28
日
か
ら
3
年
間
で
す
。

農
業
委
員
会
と
は
…

　
市
町
村
ご
と
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
組
織
。
優
良
農
地
の
保
全
と
有
効
利
用

す
る
た
め
の
調
査
や
話
し
合
い
、
農
業
経
営

の
合
理
化
や
新
た
な
担
い
手
の
た
め
の
地
域

の
世
話
役
活
動
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

三
河
田
原
駅

三河田原駅前工場跡地活用事業用地

㈱あつまるタウン田原への貸付部分
　　　①＋②＝2,986.01㎡

① 2,004.41㎡

② 981.60㎡

N
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議
案 

№
62

市
税
条
例
の
改
正
を
専
決

問	
軽
自
動
車
税
の
賦
課
徴
収
の
特
例
は
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
燃
費
不
正
事
件
を

受
け
て
創
設
さ
れ
た
も
の
と
思
う
が
、

田
原
市
の
該
当
件
数
は
。

答	

平
成
28
年
度
課
税
分
は
56
台
。
内
訳
は

す
べ
て
軽
四
輪
自
動
車
で
、
グ
リ
ー
ン

化
特
例
50
％
軽
減
か
ら
25
％
軽
減
と

な
っ
た
も
の
が
12
台
、
25
％
軽
減
か
ら

特
例
の
適
用
が
な
く
な
っ
た
も
の
が
44

台
で
あ
る
。

問	

56
台
で
不
足
税
額
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

答	

不
足
税
額
は
1
台
あ
た
り
２
７
０
０
円

で
、
合
計
15
万
１
２
０
０
円
。
平
成
28

年
11
月
に
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
個
々

の
所
有
者
名
義
で
全
額
支
払
い
済
み
で

あ
る
。

（
6
／
15 

総
務
産
業
委
員
会
）

議
案 

№
65

三
河
田
原
駅
前
工
場
跡
地
の
市
有
地
の
一
部

を
低
額
で
貸
し
付
け

問	

三
河
田
原
駅
前
工
場
跡
地
活
用
事
業
用

地
を
低
額
で
貸
し
付
け
る
に
当
た
り
、

金
額
を
年
間
１
７
３
万
７
４
０
０
円
と

し
た
根
拠
は
。

答	

土
地
の
固
定
資
産
税
相
当
額
１
４
７
万

４
２
０
０
円
と
都
市
計
画
税
相
当
額
26

万
３
２
０
０
円
の
合
計
１
７
３
万
７
４

０
０
円
と
し
た
。

問	

株
式
会
社
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原
に
貸

し
付
け
る
優
遇
措
置
の
期
間
を
、
Ａ
Ｂ

ホ
テ
ル
株
式
会
社
の
10
年
に
対
し
、
30

年
と
し
た
理
由
は
。

答	

ホ
テ
ル
誘
致
で
は
、
10
年
間
を
優
遇
措

置
と
す
る
条
件
で
応
募
が
あ
っ
た
が
、

工
場
跡
地
で
は
、
同
じ
条
件
で
は
進
出

予
定
者
が
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
経
緯

も
あ
り
、
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
ま

ち
づ
く
り
会
社
で
も
あ
る
、
株
式
会
社

あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原
に
事
業
連
携
を

お
願
い
し
、
貸
付
期
間
を
商
業
施
設
の

耐
用
年
数
と
同
じ
30
年
に
設
定
し
、
優

遇
措
置
条
件
も
30
年
に
し
た
も
の
。

（
6
／
15 

総
務
産
業
委
員
会
）

議
案 

№
66

公
共
下
水
道
東
部
ポ
ン
プ
場
及
び
中
部
ポ
ン

プ
場
更
新
（
長
寿
命
化
）
工
事
を
委
託

問	

今
回
の
長
寿
命
化
工
事
に
よ
り
、
耐
用

年
数
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答	

耐
用
年
数
は
、
10
年
か
ら
15
年
ほ
ど
延

命
す
る
と
考
え
て
い
る
。

問	

工
事
期
間
中
に
大
雨
が
降
っ
た
時
も
、

問
題
な
く
対
応
で
き
る
の
か
。

答	

工
事
は
大
雨
が
降
る
よ
う
な
期
間
は
避

け
、
ま
た
、
今
回
の
工
事
は
ポ
ン
プ
本

体
で
は
な
く
、
ポ
ン
プ
の
周
り
の
機
器

の
取
り
替
え
で
あ
り
、
ポ
ン
プ
2
台
の

う
ち
1
台
は
稼
動
す
る
よ
う
作
業
を
進

め
る
の
で
、問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
6
／
15 

文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案 

№
67

平
成
29
年
度
補
正
予
算
　
一
般
会
計

赤
羽
根
地
区
に
診
療
所
開
設

問	

赤
羽
根
地
区
に
で
き
る
診
療
所
の
概
要

は
。

答	

赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
旧
保
健
セ
ン

タ
ー
部
分
で
、
面
積
は
約
５
０
０
㎡
。

処
置
室
や
診
察
室
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
を

備
え
た
一
般
の
内
科
の
診
療
所
を
予
定

し
て
い
る
。

▪
平
成
29
年
第
2
回
定
例
会
議
案
一
覧

議
案
番
号

議
案
名

37
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

（
樽
谷
初
男
　
氏
）

38
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

（
河
合
佐
江
子
　
氏
）

39〜61
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

62
専
決
処
分
の
承
認

（
市
税
条
例
の
一
部
改
正
）

63
専
決
処
分
の
承
認

（
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

64
市
税
条
例
の
一
部
改
正

65

財
産
の
低
額
貸
付
け
（
田
原
町
地
内
　

三
河
田
原
駅
前
工
場
跡
地
の
一
部
）

66

公
共
下
水
道
東
部
ポ
ン
プ
場
及
び
中
部

ポ
ン
プ
場
更
新
（
長
寿
命
化
）
の
工
事

委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結

68

堀
切
地
区
津
波
避
難
マ
ウ
ン
ド
整
備

工
事
請
負
契
約

69

道
の
駅
田
原
め
っ
く
ん
は
う
す

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
請
負
契
約

平
成
29
年
度
補
正
予
算

67
一
般
会
計
（
第
1
号
）

議案に対する委員会・
本会議での議員の質疑・

意見です

主な質疑
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問	

ど
の
よ
う
な
医
療
機
器
が
入
る
予
定
か
。

答	
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
超
音
波
装
置
、
心
電
計

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

（
6
／
16 

予
算
決
算
委
員
会
）

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

問	

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
申
込
件
数

と
採
択
率
は
ど
う
か
。

答	

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
た

い
と
の
要
望
は
26
件
。
そ
の
う
ち
、
9

件
が
補
助
申
請
に
至
り
、
割
合
は
34
・

6
％
。

問	

要
望
に
対
し
て
、
申
請
し
た
割
合
が
低

い
よ
う
に
思
う
が
、
そ
の
原
因
は
。

答	

費
用
対
効
果
分
析
に
お
い
て
基
準
値
に

満
た
な
い
こ
と
が
、
申
請
に
至
ら
な
い

主
な
原
因
。
設
備
投
資
な
ど
に
費
用
負

担
が
大
き
い
施
設
園
芸
で
は
、
ど
う
し

て
も
要
件
に
合
致
し
な
い
場
合
が
出
て

く
る
。

問	

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
は
、
今
後
も

継
続
し
て
い
く
の
か
。

答	

国
の
補
正
予
算
と
い
う
形
で
予
算
措
置

さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
継
続
は
不
明
。

田
原
市
と
し
て
は
、
こ
の
事
業
は
大
変

有
効
な
事
業
と
考
え
て
お
り
、
国
へ
の

要
望
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
国
の
動
向

を
注
視
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

（
6
／
16 

予
算
決
算
委
員
会
）

三
河
田
原
駅
前
工
場
跡
地
活
用
事
業

問	

委
託
料
の
内
容
と
増
加
理
由
は
。

答	

三
河
田
原
駅
前
工
場
跡
地
活
用
事
業
で

予
定
し
て
い
る
親
子
交
流
施
設
の
実
施

設
計
に
係
る
委
託
料
。
国
か
ら
の
補
助

金
を
視
野
に
入
れ
、
新
た
に
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
を
付
加
し

て
設
計
す
る
こ
と
と
な
り
、
施
設
面
積

が
増
加
し
た
た
め
、
設
計
委
託
料
が
増

加
し
た
。（

6
／
16 

予
算
決
算
委
員
会
）

田
原
中
学
校
体
育
館
の
屋
根
改
修

問	
工
事
請
負
費
の
内
容
は
。

答	

今
年
2
月
の
突
風
に
よ
り
屋
根
の
一
部

が
め
く
れ
上
が
り
、
そ
の
後
の
雨
漏
り

に
よ
り
天
井
部
材
の
一
部
が
落
下
し
た

体
育
館
の
屋
根
の
全
面
改
修
。
天
井
部

分
の
応
急
処
置
を
し
た
が
、
雨
漏
り
は

改
善
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
部
分
改
修

で
は
対
応
し
き
れ
な
い
と
判
断
し
、
全

面
改
修
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

問	

生
徒
が
体
育
館
を
使
え
な
い
期
間
は
あ

る
か
。

答	

体
育
館
内
に
足
場
を
組
む
作
業
の
期
間

は
使
用
で
き
な
く
な
る
。そ
の
際
に
は
、

総
合
体
育
館
な
ど
に
移
動
し
て
授
業
を

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

（
6
／
16 

予
算
決
算
委
員
会
）

議
案 

№
65

三
河
田
原
駅
前
工
場
跡
地
の
市
有
地
の
一
部

を
低
額
で
貸
し
付
け

反
対
（
河
邉
正
男
）

今
、
商
業
者
は
大
変
な
状
況
で
経
営
し
て
い

る
。
第
三
セ
ク
タ
ー
の
商
業
者
に
対
し
て
30

年
の
低
額
貸
し
付
け
は
、
あ
ま
り
に
も
差
が

あ
り
す
ぎ
る
。
公
共
的
事
業
と
は
い
え
、
30

年
も
税
金
を
つ
ぎ
込
む
に
等
し
い
優
遇
措
置

に
は
反
対
す
る
。

賛
成
（
岡
本
禎
稔
）

駅
前
の
未
利
用
地
が
何
も
さ
れ
な
い
ま
ま
残

さ
れ
て
い
る
の
は
忍
び
な
い
。
30
年
間
に
期

待
を
か
け
賛
成
す
る
。

賛否が分かれた議案
　本会議では、議案に対して一人ひとりの議員が賛成・反対の意思表示をします。
　今定例会では、以下の議案の賛否が分かれました。賛成・反対の討論はこのページに掲載しています。
　また、その他の議案は、全会一致で承認・可決しました。

議
案
番
号

議　案　名
（一部省略）

結　果
（賛成：反対）

65 財産の低額貸付け
（田原町地内　三河田原駅前工場跡地の一部）

可決
（16：1） ◦◦◦◦×◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦−

〇…賛成　×…反対　−…議長は議決に加わらない

渡
会　
清
継

古
川　
美
栄

辻　
　
史
子

彦
坂　
久
伸

荒
木　
　
茂

長
神　
隆
士

大
竹　
正
章

小
川　
貴
夫

杉
浦　
文
平

平
松　
昭
徳

岡
本　
禎
稔

森
下
田
嘉
治

廣
中　
清
介

河
邉　
正
男

赤
尾　
昌
昭

太
田
由
紀
夫

仲
谷　
政
弘

中
神　
靖
典

議案に対する
本会議での議員の

賛成・反対の表明です

討　　論



ここが聞きたい 般一 質 問
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問 	 国の補助金交付要綱の改正を受け、要保護・準要
保護児童生徒援助費（※）による、新入学児童生
徒学用品費の入学前支給の本市の対応は。

答 	 来年度、小学校に入学する児童には、来年3月に
支給できるよう、補正予算により対応予定。

問 	 人工膀胱などの保有者の方（オストメイト）が、
安心して外出できるようオストメイト対応設備の
トイレを増やすべきでは。

答 	 県条例で設置すべきとさ
れている施設は田原市内
に13施設。そのうち9施
設は設置済み。未設置の
施設についても、利用者
の状況などを踏まえ、設
置する考え。また、不特
定多数の方が利用する施
設は、設置基準にかかわ
らず、設置していく。

就学援助について

安心で快適なトイレの洋式化など
整備の取り組みについて

問 	 全国の公立小中学校の洋式トイレの設置率は約
43％で、田原市は約39％。和式トイレに戸惑い、
抵抗を感じる子どもの健康のためにも、学校トイ
レ改修事業計画を策定し、学校トイレの改善を急
ぐべきでは。

答 	 学校教育振興計画の中で、トイレの洋式化を位置
づけている。学校施設の長寿命化対策の中で、ト
イレ改修も含め検討していく。

公明党田原市議団
辻  史子

学校施設の長寿命化対策の中で、トイレの改修も含め検討

小中学校のトイレの改善を急ぐべきでは

（※）	 学校教育法第19条「経済的理由によって、就学困難と
認められる学齢児童又は学齢生徒の保護者に対して
は、市町村は、必要な援助を与えなければならない」
の規定による補助金。要保護者は、生活保護法第6条
第2項に規定する者。準要保護者は、要保護者に準ず
る程度に困窮していると市町村が認める者。平成29年
3月に国の補助金交付要綱が改正されたため、ランド
セル購入代などが小学校入学前に支給できるように
なった。

ここが聞きたい

一般質問

議会ホームページで本会議の映像を
見ることができます。

www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/
田原市議会 ▶ インターネット議会中継 ▶ 生中継・録画中継
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ここが聞きたい 般一 質 問

問 	 三河田原駅前工場跡地利活用事業の商業施設・親
子交流施設の進捗状況は。

答 	 商業施設は、㈱あつまるタウン田原が整備し、産
直レストラン、カフェ、フラワーショップ、観光
情報コーナーを予定し、平成30年5月ごろのオー
プンを目指している。

	 親子交流施設は、市が整備し、子育て包括支援セ
ンター機能などの子育て支援施設に加え、大型遊
具施設などを備えた複合施設として、平成31年4
月ごろのオープンを目指している。

問 	 誘致したホテルの施設内容と事業の進捗状況は。
答 	 鉄骨造10階建て程度、客室130室程度で、早けれ

ば平成30年11月ごろにオープンの予定。

問 	 街なかに住む人を増やす取り組みとして、中心市
街地に都市再生特別措置法で定める立地適正化計
画を策定し、居住誘導区域として設定する考えは。

答 	 本年度、調査を実施し、必要性や効果を検証した
うえ、居住誘導区域の設定を検討する。

街なかのにぎわいづくりの取り組みに
ついて

問 	 高齢者向けのサービス付き住宅やマンション風住
宅を供給する取り組みは。

答 	 民間誘導を中心とした供給を推進する。

問 	 民間が中心市街地で行う「食堂街・マンション等」
事業に市として後押しする優遇施策等の考えは。

答 	 活用状況を捉え、特に必要と判断される場合、優
遇施策を検討する。

問 	 二七の市の移転場所は。
答 	 田原文化広場の第一駐車場に決定された。

商業施設は平成30年5月ごろ、親子交流施設は
平成31年4月ごろのオープンを目指す

三河田原駅前工場跡地利活用事業の
進捗状況は

自民クラブ
仲谷  政弘

Ｐ 6 辻　　史子 就学援助について
安心で快適なトイレの洋式化等整備の取組について

Ｐ 7 仲谷　政弘 まちなかの賑わいづくりの取組について
Ｐ 8 長神　隆士 6次産業化と農商工等連携について
Ｐ 9 森下田嘉治 再生可能エネルギー普及に係る対応について
Ｐ 8 小川　貴夫 「渥美半島を元気に！」するための職員の採用について
Ｐ 10 廣中　清介 三河田原駅前工場跡地活用事業について
Ｐ 11 河邉　正男 核兵器廃絶国際署名について

田原市農業・農村振興条例について
学校全体配置計画の見直しについて

Ｐ 10 杉浦　文平 バイオマス事業について
Ｐ 12 古川　美栄 保育園・学校の跡地利活用に対する姿勢について

一般質問
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渥
美
半
島
を
元
気
に
す
る
た
め
の
職
員
採
用
に

つ
い
て

問	

田
原
市
が
求
め
る
職
員
像
は
。

答	

田
原
市
職
員
人
材
育
成
基
本
方
針
で
「
変
革
力
を
持
つ
個
性
豊

か
な
職
員
」
と
定
め
て
い
る
。

問	

専
門
的
知
識
を
有
す
る
職
員
確
保
の
考
え
方
は
。

答	

専
門
職
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
民
間
な
ど
で
の
経
験
を
積

ん
だ
方
を
、
職
員
の
年
齢
構
成
な
ど
勘
案
し
て
採
用
し
て
い
る
。

問	

任
期
付
職
員
の
採
用
実
績
と
考
え
方
は
。

答	

平
成
28
年
4
月
か
ら
田
原
福
祉
専
門
学
校
で
1
名
採
用
。
今
後

は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
必
要
が
生
じ
た

際
は
採
用
し
て
い
く
。

問	

総
合
能
力
試
験
の
実
施
状
況
と
課
題
は
。

答	

総
合
能
力
試
験
は
、
人
物
重
視
の
試
験
で
あ
り
、
特
技
・
技
能
・

熱
意
を
査
定
し
、
選
考
す
る
試
験
。
今
年
6
月
に
実
施
し
た
一

次
試
験
の
事
務
職
の
受
験
者
数
は
62
名
。
今
年
度
導
入
し
た
ば

か
り
の
制
度
な
の
で
、
課
題
は
今
後
検
証
し
て
い
く
。

問 	 6次産業化・農商工等連携の取り組みが遅れてい
ると感じるが、今後の方向性は。

答 	 付加価値の向上や消費期間の延伸、さらには観光
との連携による飲食・宿泊機会の拡大などに結び
つけることはメリットとなる可能性があるので、
積極的に促進していく。

問 	 田原市が日本一の農業産地であることを、市内の
産直施設などでもっとPRしてはどうか。

答 	 農林水産省から市町村別農業産出額が公表される
度に、広報たはらやホームページにおいて「農業
産出額日本一」を掲載してきた。市内の産直施設
は民間施設ではあるが、日本一の農業産地を表示
することはシティセールスの面でも効果があるの
で、相談していく。

問 	 渥美半島たはらブランドとして91品目が認定され
た。今後の考え方は。

答 	 田原らしさなど一定の基準を満たしていればブラ
ンド品として認定した。今後はブランド価値の高
いプレミアムブランドについても検討を進めた
い。

6次産業化と農商工等連携について
問 	 6次産業化に取り組む事業者の拡大に向けて市の
取り組みは。

答 	 中小企業者チャレンジ支援補助金で創業時の経費
負担を支援する。また、道の駅田原めっくんはう
すに整備する加工施設を、農業者・商業者が利用
しやすい環境に整えることで、6次産業化などの
裾野を広げていきたい。

問 	 産直機能を活かし、道の駅を地域福祉ビジネスの
拠点として活用することを検討してはどうか。

答 	 道の駅リニューアル後の加工施設の利用希望者に
は、高齢者向けの惣菜などの製造を検討している
方もいるので、これらを活用した高齢者支援の可
能性について、調整を図っていきたい。

「日本一の農業産地」を表示することは、シティセールスの
面でも大変効果がある

田原市が日本一の農業産地であることを
もっとＰＲしては

自民クラブ
長神  隆士

今
年
度
の
結
果
を
検
証
し
、

よ
り
有
効
な
採
用
制
度
と
し
て
い
く

総
合
能
力
試
験
の
受
験
者
の
対
象

年
齢
を
引
き
上
げ
て
は
ど
う
か

自民クラブ
小川  貴夫
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ここが聞きたい 般一 質 問

問	

総
合
能
力
試
験
の
対
象
年
齢
を
現
在
の
28
歳
以
下
か
ら
、
あ
る

程
度
の
実
績
を
残
せ
る
年
代
で
あ
る
40
～
50
歳
以
下
に
し
て
は

ど
う
か
。

答	

今
年
度
の
結
果
を
検
証
し
、
募
集
対
象
や
年
齢
枠
も
含
め
、
よ

り
有
効
な
採
用
制
度
と
し
て
い
く
。

問	

国
の
省
令
の
改
正
に
よ
り
、「
部
活
動
指
導
員
制
度
」
が
今
年
4

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
田
原
市
で
導
入
す
る
考
え
は
。

答	

教
員
の
負
担
軽
減
に
寄
与
す
る
部
分
は
あ
る
。
学
校
現
場
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
研
究
し
て
い
く
。

自民クラブ
森下  田嘉治

問 	 太陽光・風力発電施設の設置に関するガイドライ
ンの趣旨は十分浸透し、尊重されているか。

答 	 風力は遵守されている。太陽光は自粛項目に適合
しない事案が6件あったが、概ね尊重されている。

問 	 小型風力発電事業の課題は。
答 	 自然・生活環境や景観への影響が懸念される。騒

音など、地域住民との関係を考慮する必要がある。

問 	 小型風力発電施設の設置に関する市ガイドライン
が必要と感じるがどうか。

答 	 当面は、資源エネルギー庁が策定した事業計画策
定ガイドラインで対応は可能と考える。

問 	 小型化した地域密着型バイオマス・バイオガスプ
ラントは本市にとって可能性はあるか。

答 	 新たな技術にも注視し、可能性について情報収集
などを継続して行う。

再生可能エネルギー普及に係る対応に
ついて

問 	 太陽光発電施設と津波、高潮避難経路の位置関係
は無視できないと考えるがどうか。

答 	 防災部局と連携して、設置上の注意事項などを伝
える。

問 	 再生可能エネルギーの技術革新に応じた各種計
画、市ガイドラインの見直しは。

答 	 国や県のエネルギー施策を始めとした社会情勢の
変化などに注視し、必要に応じて見直しを行うも
のと考えている。

社会情勢の変化などに注視し、必要に応じて見直しを行う

再生可能エネルギーの技術革新に応じた
各種計画、市ガイドラインの見直しは
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バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ
い
て

問	

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
に
か
け
て
下
水
道
等
汚
泥
の
燃

料
化
を
十
分
検
証
し
、
実
証
試
験
を
行
っ
た
の
に
、
平
成
27
年

度
に
方
針
調
整
が
必
要
に
な
っ
た
理
由
は
。

答	

豊
橋
市
と
田
原
市
で
広
域
処
理
す
る
焼
却
処
理
施
設
の
協
議
で
、

生
ご
み
は
田
原
市
で
処
理
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
の
た
め
、

生
ご
み
と
下
水
道
汚
泥
な
ど
を
ま
と
め
て
利
活
用
す
る
可
能
性

を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

問	

農
業
集
落
排
水
の
汚
泥
の
取
り
扱
い
は
今
後
ど
う
な
る
か
。

答	

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
の
利
活
用
を
含
め
て
検
討
す
る
。
下

水
道
汚
泥
の
処
理
方
針
が
確
定
し
、
市
で
処
理
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
農
地
還
元
は
な
く
な
る
。

問	

下
水
道
汚
泥
と
生
ご
み
を
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
活
用
す
る
考
え
は
。

答	

課
題
は
あ
る
が
、
効
率
的
で
、
経
済
性
、・
安
全
性
に
優
れ
た
シ

ス
テ
ム
で
の
処
理
を
目
標
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問 	 市民への情報提供について具体的な予定は。
答 	 6月議会を始めとして、市ホームページや関係地

域への説明会などで、情報提供を進めていく。

問 	 外国人観光客の消費を取り込む工夫は。
答 	 Wi-Fi環境整備、案内やメニューの多言語化、観

光案内端末で情報発信などを行う。農産物の収穫
体験など、外国人に人気の体感型ツーリズムの企
画開発も行う予定。

問 	 観光客をまちなか回遊へ送り出す工夫は。
答 	 施設内での観光情報の発信や歩いて楽しい道の整

備、マップの作成など、おもてなしの向上に取り
組む。レンタサイクルの事業化を検討していく。

問 	 駅、ホテル、商業施設が一体感を持ってつながる
ことが、おもてなしという意味でも大切では。

答 	 一体感は必要。周辺の修景に一体感を持たせるな
ど、景観や動線を一体的に考えていきたい。

三河田原駅前工場跡地活用事業について
問 	 親子交流施設に女性の声を活かせる機会は。
答 	 子育ての応援活動をされている女性などに協力を

求め、意見交換の場を設けていきたい。

問 	 妊婦さんや子どもたちが利用する施設となるが、
受動喫煙防止への取り組みは十分か。

答 	 親子交流施設は禁煙とする。商業施設や広場は、
テナントの意向を踏まえながら、禁煙、分煙など
の方法により受動喫煙防止に取り組んでいきた
い。

水辺ウォーキングトレイル修景事業（※）などと合わせ、
景観や動線を一体的に考えていきたい

駅、ホテル、商業施設が一体感を持って
つながることが大切ではないか

市民クラブ
廣中  清介

（※）	 都市計画・道路計画などで、自然の美しさを損なわな
いように風景を整備すること。

2
年
程
度
を
め
ど
に
決
定
す
る
予
定

下
水
道
汚
泥
の
処
理
方
針
が

確
定
す
る
時
期
は

無所属クラブ
杉浦  文平
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ここが聞きたい 般一 質 問

問 	 核兵器廃絶国際署名は、北朝鮮を含む核保有国に
法的禁止を求めている。田原市長として署名すべ
きではないか。

答 	 署名で求めている核兵器禁止条約は、核兵器廃絶
のための一つの根拠ではあるが、現時点では署名
することは考えてない。

問 	 国連で核兵器禁止条約が採択されるという歴史的
一歩の中で、市長のやるべきことは。

答 	 近隣市町の状況を見ながら適切に対応していきた
い。

問 	 田原市における農家戸数の推移はどうか。
答 	 農家戸数は、平成17年が4,007戸、平成27年が

3,312戸、この10年で695戸減少している。

問 	 農業が抱えている課題の克服に向けた施策の展開は。
答 	 多様な担い手の育成、確保が重要。農業に取り組

みたい人が参入しやすいような施策を講じていく。

核兵器廃絶国際署名について

田原市農業・農村振興条例について

問 	 農業を次世代に引き継ぐことを法的に支える農
業・農村振興条例が必要ではないか。

答 	 たはら21新農業プランの改定作業の中で、農業を
守り、伸ばし、次世代に引き継いでいく計画策定
を行う。条例という形のものは、市民の皆さんの
声を聞きながら考えていく。

問 	 学校全体配置計画の見直しがされたが、どこに問
題があったのか。

答 	 小規模校の充実策や施設の長寿命化、廃校跡地の
利活用などといった視点が不十分であった。

問 	 学校統廃合後の伊良湖岬小学校・旧野田中学校の
バス利用の財政的負担は。

答 	 伊良湖岬小は3台運行しており、1台当たり年間約
1,100万円、旧野田中は定期券の購入費とバスの
増便費で年間約1,800万円。

学校全体配置計画の見直しについて

市民の皆さんの声を聞きながら考えていく

農業を次世代に引き継ぐことを法的に
支える農業・農村振興条例が必要では

問	

豊
橋
市
と
の
広
域
ご
み
処
理
の
協
議
の
経
緯
は
。

答	

平
成
25
年
2
月
か
ら
会
議
が
始
ま
り
、
田
原
市
の
生
ご
み
は
豊

橋
市
に
搬
入
し
て
欲
し
い
と
提
案
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
地

域
か
ら
の
要
望
な
ど
も
あ
り
、
平
成
26
年
7
月
に
豊
橋
・
田
原

両
市
で
協
議
し
、
豊
橋
市
に
搬
入
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

問	

下
水
道
汚
泥
と
下
水
道
汚
泥
以
外
の
生
ご
み
等
の
処
理
の
方
針

が
確
定
す
る
の
は
い
つ
か
。

答	

2
年
程
度
を
め
ど
に
決
定
す
る
予
定
。

日本共産党田原市議団
河邉  正男
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問 	 廃止された保育園、小中学校などはどのように利
活用が可能か、また、市として積極的に進めてい
くべきでは。

答 	 都市計画法や消防法などの規制の問題がある。誰
がどのように運営するか、ランニングコストをど
のように捻出するかなどの視点に立った上で、利
活用を検討する必要がある。

	 また、これらは大変重要な課題であるので、しっ
かり取り組んでいく。

問 	 地域が地域の施設として利用する場合、どんな点
に留意すればよいか。

答 	 維持管理から運営に至るまで、すべて地域で面倒
を見ることになるので、困難なことも予想される。
内容によっては、民間の知恵や支援も検討しなが
ら進める必要がある。

保育園・学校の跡地利活用に対する
姿勢について

問 	 市街化調整区域内では、建物などを他の用途に転
用するのは容易ではないとのことだが、全国の利
活用事例では、市街化調整区域で転用している例
がある。田原市でも可能では。

答 	 実施主体や用途によっては許可基準の範囲内で転
用可能な施設もある。例えば、農産物施設や観光
施設としての活用方策が考えられる。

大変重要な課題であるので、しっかり取り組んでいく

廃校などの利活用を、
市として積極的に進めていくべきでは

自民クラブ
古川  美栄

8/27 28 29 30 31 9/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

平成29年第3回定例会（9月議会）会期
9月1日（金）～9月22日（金）

日 月 火 水 木 金 土

お知らせ　information

本会議
（議案審査）

本会議
（一般質問）

文教厚生委員会
総務産業委員会

予算決算委員会

議会運営委員会・
同協議会

本会議
（採決等）

一般質問の録画が
スマホで見られる
ようになりました。

10:00  開会
（7日　　　　総務産業委員会…13:30開会）
（11～14日　予算決算委員会…  9:00開会）
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田原福祉専門学校の運営について
議長・副議長から市長へ要請しました

田原市議会では、文教厚生委員会において、「田原福祉専門学校についての調
査及び評価」について、平成28年9月から、視察やアンケート調査、ヒアリング、
勉強会などを行ってきました。平成29年6月15日、報告書としてまとまりまし
たので、委員長・副委員長から議長に提出しました。

平成29年6月23日、議長・副議長から市長に対し、報告書による提案事項を
速やかに実施し、田原福祉専門学校を介護福祉士養成学校として存続させるよ
う要請しました。

市民と議会との意見交換会を開催します
テーマ：「人口減少する中でのまちづくり」

市民の皆さんに「開かれた議会」を目指して、意見交換会を開催します。
人口が減少している田原市で、どんなまちづくりをしたら良いか、議員
と一緒に考えてみませんか？
皆さんお誘い合わせのうえ、お気軽にお近くの会場へお出かけください。

▪	日時	 8月4日（金）午後7時から
▪	会場	 3会場同時開催です。
		  田原文化会館　201会議室
		  赤羽根市民館　会議室
		  渥美文化会館　大会議室
▪	内容	 テーマ「人口減少する中でのまちづくり」
		  ⑴ 田原市の人口の現状について、議員から簡単な説明
		  ⑵ テーマについて、参加者と議員との意見交換
		  　 …難しく考えず、思っていることを率直にお話しください。
▪	問い合わせ先　田原市議会事務局　TEL0531-23-3533　E-mail: gikai@city.tahara.aichi.jp

【主な要請事項】
①	留学生などを積極的に受け入れること
②	「介護職員初任者研修」などの受講者をさらに増加させること

に加え、新たに「日本語教室」などを設けること
③	田原福祉専門学校を東三河にある介護福祉士を養成する学校

の一つとして捉え、東三河全体で人材育成・人材確保につい
て検討していくこと

④	公立学校として安定した学校運営を目指し、将来的には、学
校運営を委譲・委託することも視野に入れた検討をすること

事前申込は
不要です。

皆さんのご意見を
お聞かせください。



14田原市議会だより 第63号（2017年7月）

平成28年度政務活動費
■政務活動費って？
　議員が調査研究、その他の活動をするために
必要な経費の一部として交付される費用です。
　田原市議会では、1人当たり、年間24万円（月
額2万円）を会派に交付し、領収書を添付した
収支報告書が提出されています。年度ごとに
精算し、残額がある場合は、市に返還しなけ
ればなりません。

■平成28年度収支報告

会派名 所属
議員数

交付額
（円）

支出額
（円）

返還額
（円）

自民クラブ 11人 2,640,000 2,685,217 0

市民クラブ 　4人 960,000 942,791 17,209

 無所属クラブ 　1人  240,000 253,875 0 

 公明党
田原市議団 　1人 240,000 240,453 0 

日本共産党
田原市議団 　1人 240,000  108,186 131,814 

詳しい収支は、田原市議会ホームページをご覧ください。

5月16日
宮田村議会と交流

5月31日
太田由紀夫議員
東三河広域連合議会議長に就任

宮田村議会議員12人が田原市を訪問。広報広聴
についての意見交換や恋路ケ浜にある「幸せの
鐘」などの市内視察をして、交流を図りました。

太田由紀夫議員が議長に、彦坂久伸議員
がみらい広域委員会副委員長に選出され
ました。

4月20日・5月24日
太田由紀夫議員・赤尾昌昭議員
表彰

5月8日
総務産業委員会　視察

10年にわたり市政の振興と地方自治の進
展につくしたとして、全国市議会議長会・
東海市議会議長会から表彰されました。

道の駅　伊良湖クリスタルポルト、トム
ポート（トマト集荷センター）、カーネー
ション団地など市内施設を視察しました。

4月17日
鳥羽市議会　行政視察受入

4月19日
文教厚生委員会　視察

「太陽光発電施設の設置に関するガイド
ライン」について、視察を受け入れまし
た。

中部福祉保育医療専門学校、豊橋准看護
学校、田原福寿園を視察しました。

議
会
の
活
動

東三河の各市の状況は…

（議員1人当たりの交付額）

	 豊橋市議会：年間	 108万円

	 豊川市議会：年間	 27.6万円

	 蒲郡市議会：年間	 29万円

	 新城市議会：年間	 15万円
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次回の意見交換会

4月24日(月）：六連市民館・高松市民館　　4月25日(火）：田原中部市民館・泉市民館・堀切市民館

3月定例会の報告では、延べ113名の方が参加してくださいました。

議会報告会

（
主
な
質
疑
・
意
見
）

▪
子
ど
も
を
た
く
さ
ん
産
ん
だ
り
、
親
と
同
居
し
て
い

た
り
す
る
世
帯
に
は
、
手
当
て
の
支
給
や
市
民
税
の

減
免
を
し
た
ら
良
い
と
思
う
。

▪
野
田
中
学
校
の
跡
地
利
用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

▪
市
民
は
議
員
報
酬
の
金
額
よ
り
、
議
員
の
活
動
内
容
に

注
目
し
て
い
る
。
今
後
も
議
会
の
役
割
で
あ
る
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

▪
ご
み
の
有
料
化
が
始
ま
る
が
、
資
源
化
セ
ン
タ
ー
な

ど
へ
持
ち
込
む
場
合
の
取
り
扱
い
は
変
わ
る
の
か
。

▪
東
三
河
広
域
連
合
が
で
き
た
が
、
広
域
全
体
で
や
っ

て
い
く
こ
と
と
、
市
で
特
色
を
出
し
て
や
っ
て
い
く

こ
と
が
あ
る
と
思
う
。

▪
弥
八
島
公
園
整
備
は
、
地
元
と
話
し
合
っ
て
計
画
づ

く
り
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

▪
空
き
家
が
結
構
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
市
の
人
口
増
加

に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

▪
旧
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
周
辺
は
、
菜
の
花
ま
つ
り
以
外

で
も
、
四
季
を
通
じ
て
に
ぎ
わ
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
等
を
考
え
て
も
ら
え
な
い
か
。

▪
農
業
集
落
排
水
か
ら
公
共
下
水
へ
の
切
り
替
え
は
、

要
望
す
れ
ば
で
き
る
の
か
。

▪
企
業
等
を
退
職
し
た
人
を
「
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

人
材
」
と
し
て
活
用
で
き
る
仕
組
み
が
で
き
な
い
か
。

あなたも自分の声を
議員に伝えて
みませんか？

市民の声

アンケートの自由意見から

10月22日（日）
田原市民まつり

田原市議会も参加します。

市民と議会との意見交換会
8月4日（金）午後7時

詳しくは13ページ
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パートさん
しその葉の摘み取り作業

しその葉の結束・パック詰め

（応募）まずはお気軽にお電話ください。

内職さん
募
集

TEL 0531-37-0447
（有）前田園芸 田原市江比間町二字郷中45

自宅：TEL0531-37-0447

パートさん
内職さん

16

Vol.14
陸
上
競
技
選
手

清
田
　
真
央 

さ
ん

（
中
山
町
出
身
・
ス
ズ
キ
浜
松
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
所
属
）

ふ
る
さ
と
田
原
か
ら
、
世
界
陸
上
へ

｜
｜

今
年
8
月
に
行
わ
れ
る
世
界
陸
上
の
日
本
代
表
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
選
出
さ
れ
た
時
の
気
持
ち
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
発
表
ま
で
の
間
ず
っ
と
不
安
で
し
た
が
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
す
ぐ
に
親
や
コ
ー
チ
、
周
り
の
方
に
連
絡
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
し
た
。
世
界
に
挑
戦
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
し
、
選
ん
で
い
た
だ
い
た
以
上
、
ち
ゃ
ん
と
結
果
を
残
せ

る
よ
う
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
、と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
で
す
。

｜
｜

陸
上
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

　
も
と
も
と
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
小

学
校
3
年
生
の
時
に
友
達
に
誘
わ
れ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
あ
つ
み
（
陸
上

教
室
）
に
入
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

｜
｜

目
標
と
す
る
選
手
や
好
き
な
選
手
は
い
ま
す
か
？

　
目
標
と
す
る
選
手
は
同
じ
チ
ー
ム
の
安
藤
友
香
選
手
で
す
。
高

校
時
代
か
ら
目
標
と
し
て
い
て
、
ど
ん
な
時
で
も
強
み
を
出
せ
る

と
こ
ろ
、
冷
静
で
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

｜
｜

マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
の
は

い
つ
か
ら
で
す
か
？

　

初
め
て
の
マ
ラ
ソ
ン
は
昨

年
3
月
の
名
古
屋
ウ
ィ
メ
ン

ズ
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン

の
練
習
は
、
平
成
26
年
か
ら
始

め
ま
し
た
。

｜
｜

田
原
で
陸
上
を
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
に
一
言
お
願
い

し
ま
す
。

　
陸
上
は
苦
し
く
、
き
つ
い
時
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
記
録
を

更
新
し
た
時
や
目
標
を
達
成
で
き
た
時
の
喜
び
は
、
そ
れ
以
上
だ

と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
時
で
も
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
、
何
事
に
も

挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

｜
｜

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
世
界
選
手
権
で
は
悔
い
な
く
自
分
の
力
を
発
揮
し
、
攻
め
の
走

り
・
粘
り
の
走
り
で
メ
ダ
ル
を
狙
い
ま
す
。
そ
し
て
、
2
0
2
0

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、マ
ラ
ソ
ン
で
日
本
代
表
に
な
り
、

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
の
が
目
標
で
す
。

【プロフィール】
┉┉┉┉┉┉┉┉┉┉┉┉┉┉┉┉┉
清
きよ
田
た
　真

ま
央
お
　選手

1993年生まれ
中山小学校、福江中学校、
中京大学附属中京高等学校　卒業
2012年スズキ㈱入社

種目　陸上競技
　専門　長距離・マラソン
自己ベスト
　5000m	 ：15分33秒77
　10000m	：31分44秒79
　マラソン	：2時間23分47秒
主な競技歴
　2015年：	アジア選手権5000m
	 日本代表
　2016年：	名古屋ウィメンズマラソン
	 4位　2時間24分32秒
　2017年：	名古屋ウィメンズマラソン
	 3位　2時間23分47秒

（
聞
き
手
：
森
下
田
嘉
治
・
平
松
昭
徳
）


